（１行）

第Ⅰ章　國學院考古学汎用フォーマット報告書用（章：２行）
（１行）
第１節　体裁
（１行）

Ａ４版、横組み、本文段組なし

　版面　天地250mm×左右162mm（余白：上25m、下22mm、左右24mm）
　※上部に柱を入れる場合、余白は上28mm、下19mm
　本文　明朝：9pt　50字×42行
文体　である調
（１行）
第２節　執筆上の注意
（１）文字フォント・サイズ（項：１行）
　本文　明朝：９pt

　氏名（論文等の場合）　明朝：12pt

章タイトル　ゴシック：14 pt

　節タイトル　ゴシック：12 pt

　項タイトル　ゴシック：10 pt

　註・参考文献　明朝：８pt
　図表キャプション ゴシック：９pt　例）第１図、第１表
　写真図版キャプション　ゴシック：９pt
（２）英数字・単位の表記
　１文字は全角、２文字以上は半角。有効数字は揃えること。
（３）小見出し

　小見出し

　小見出しはゴシック９ptで、行頭１字アケとする。
（３）引用参考文献の表記
本文中　例）～が報告された(國學院大學編2009)。～の見解による(國大2009)。
　
引用文献リストの記載は原則として以下の項目、順番とする（フォントのサイズ等は別途検討する）。

　※当該報告書ごとに確認すること
　・雑誌掲載論文：著者　発行年　「タイトル」『誌名』巻号、発行元（学会等）、掲載ページ
・書籍掲載論文：著者　発行年　「タイトル」『書籍名』、発行元（出版社等）、掲載ページ

・報告書（公共機関発行のもの）：編集機関　発行年　『書名（副題は原則として不要）』シリーズ名・番号

・書籍：編著者　発行年『書籍名』発行元（出版社等）
例) 國大一郎　2009　「…」『上代文化』第50輯、國學院大學考古學會、1－10頁
　　○○市教育委員会編　2010　『○○遺跡発掘調査報告書』○○市発掘調査報告書第○集
　　　※個人名で執筆された報告書の場合は著者名で。編集機関と発行機関が異なる場合は最後に発行機関名
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